
鎌
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「
今
北
洪
川
老
師
に
学
ぶ
」

臨
済
宗
円
覚
寺
派
管
長
　
横
田
甫
嶺

今
北
淡
川
老
師
　
参
考
資
料

文
化
十
三
年
　
（
1
8
1
6
）

文
政
五
年
　
（
1
8
2
2
）
　
七
歳

文
政
十
一
年
　
（
1
8
2
8
）
　
十
三
歳

文
政
十
二
年
　
（
1
8
2
9
）
　
十
四
歳

父
母
象
峰
権
現
に
祈
っ
て
男
を
求
む
。
七
月
出
生
。

児
た
り
し
時
夏
は
だ
ぬ
が
ず
、
冬
炉
せ
ず
。
終
日
父
の

書
斎
に
侍
し
て
童
戯
に
交
わ
ら
ず

父
始
め
て
句
読
を
授
く
。
二
年
に
し
て
四
書
五
経
を
そ

ら
ん
ず

秦
漠
以
上
の
書
大
抵
業
を
卒
ふ
。

藤
沢
東
咳
に
謁
す
。
白
文
の
狙
彿
集
を
出
し
て
之
を
読

ま
し
む
。
師
浪
娘
と
し
て
二
三
紙
を
読
過
す
。
咳
日
く
、

寧
暮
児
と
。

東
咳
の
塾
に
在
る
こ
と
五
年
篠
崎
小
竹
、
広
瀬
旭
荘
の
、

門
に
往
来
。

天
保
五
年
　
（
1
8
3
4
）
　
十
九
歳
　
業
を
浪
華
中
之
洲
に
授
く
。
従
学
す
る
者
常
に
三
十
員

を
下
ら
ず
。
昼
講
夜
諦
孜
々
と
し
て
研
究
す
る
こ
と
凡

そ
五
年
。
一
日
孟
子
を
諦
じ
浩
然
の
章
に
至
っ
て
忽
ち

声
を
あ
げ
て
日
く
、
孟
子
は
浩
然
を
説
く
、
我
は
浩
然

を
行
う
と
。
門
人
皆
驚
異
す
。

是
れ
よ
り
脱
俗
の
志
を
抱
く
。
父
母
之
を
憂
う
。
田
中

氏
の
女
を
迎
え
て
之
に
妻
す
。
師
爾
志
を
堅
う
し
て
動

か
ず
。
頻
り
に
明
師
を
慕
い
、
鬱
々
と
し
て
楽
し
ま
ず
。

父
『
禅
門
宝
訓
』
を
与
え
て
読
ま
し
む
。

天
保
十
一
年
（
1
8
4
0
）
　
二
五
歳
　
出
家
。
親
春
、
門
人
を
招
請
し
て
訣
別
の
延
を
設
け
ん

と
欲
す
。

孔
聖
釈
迦
別
人
に
非
ず
。

彼
は
見
性
と
謂
い
此
は
仁
と
謂
う
。

脱
塵
怪
し
む
こ
と
莫
れ
、
吾
が
粗
放
な
る
こ
と
を
。

菌
の
浩
然
一
片
の
真
を
行
ぜ
ん
。

田
中
氏
に
一
紙
を
与
え
て
日
く
、
我
と
汝
と
誓
え
ば
繊

糸
を
以
て
土
偶
人
を
繋
ぐ
が
如
し
。
今
糸
断
れ
て
我
は

山
に
入
る
。
穆
土
厭
離
帖
如
件
。
九
華
道
人
　
花
押

阿
麻
氏
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天
保
十
三
年
　
（
1
8
4
2
）
　
二
七
歳

弘
化
四
年

安
政
二
年

安
政
六
年

文
久
二
年

慶
応
二
年

（
1
8
4
7
）

（
1
8
5
5
）

（
1
8
5
9
）

（
1
8
6
2
）

（
1
8
6
6
）

三
二
歳

四
〇
歳

四
四
歳

四
七
歳

五
一
歳

明
治
八
年
　
（
1
8
7
5
）
　
六
〇
歳

明
治
十
年
（
1
8
7
7
）
　
　
六
二
歳

明
治
十
八
年
　
（
1
8
8
5
）
　
七
〇
歳

明
治
二
五
年
　
（
1
8
9
2
）
　
七
七
歳

相
国
寺
に
入
り
大
拙
和
尚
を
拝
し
て
師
資
の
礼
を
執
る
。

深
夜
独
り
禅
堂
に
入
り
精
神
を
科
撒
し
て
確
坐
摂
心
、

眼
睦
を
交
え
ず
。
深
く
三
昧
に
入
り
恵
の
白
き
を
知
ら

ず
。
只
恍
惚
と
し
て
暁
板
の
声
僅
か
に
耳
に
入
る
を
覚

ゆ
る
の
み
。
悼
悦
に
堪
え
ず
。
…
忽
然
と
し
て
前
後
際

断
し
て
絶
妙
の
佳
境
に
入
る
。
眼
耳
慢
恒
と
し
て
眼
皆

耳
無
き
が
如
し
。
須
臭
に
し
て
胸
次
酪
然
と
し
て
其
眼

を
開
く
。
大
好
事
を
見
、
大
好
声
を
開
く
。
自
知
自
得

恰
も
甘
煮
を
飲
む
が
如
し
。
従
前
の
疑
団
、
従
前
の
学

解
一
時
に
徹
底
氷
釈
す
。
忍
俊
不
禁
覚
え
ず
口
を
衝
き

連
叫
し
て
日
く
、
我
神
悟
せ
り
我
神
悟
せ
り
。
百
万
の

典
故
日
下
の
灯
、
也
太
奇
也
太
奇
と
。
乃
ち
偽
を
説
い

て
日
く
、
疎
潤
な
り
孔
夫
子
。
相
逢
う
阿
堵
の
中
。
誰

に
潜
っ
て
か
多
謝
し
去
ら
ん
。
好
媒
主
人
公
。

備
前
曹
源
寺
儀
山
善
来
に
参
ず
。

瑞
応
院
に
任
す
。

岩
国
永
興
寺
に
入
寺
。

『
禅
海
一
瀾
』
を
著
述
し
、
吉
川
経
幹
公
に
呈
す
。

第
二
次
長
州
征
伐
。
確
と
し
て
動
か
ず
。
遺
偽
を
書
し

て
兵
の
至
る
を
待
つ
。
偽
に
日
く
魔
を
殺
し
仏
を
殺
す

五
十
一
年
、
未
後
冤
無
し
、
清
風
天
に
亘
る
。

五
月
東
京
十
山
給
費
大
教
師
選
任
の
命
を
受
け
て
上

京
。
十
一
月
円
覚
寺
住
持
職
に
任
命
さ
れ
る
。
十
一
月

円
覚
寺
入
寺
。
十
二
月
八
日
開
堂
。

八
月
退
章
。
九
月
円
覚
寺
に
帰
る
。
正
続
院
禅
堂
を
開

く
。
正
伝
庵
を
択
木
園
と
称
し
東
京
の
居
士
参
禅
に
励

む。円
覚
寺
開
山
六
百
年
大
遠
謹
厳
修
。

一
月
十
六
日
遷
化
。

鈴
木
大
拙
『
今
北
淡
川
』
よ
り

筆
者
が
老
師
に
お
目
に
か
か
っ
た
の
は
、

確
か
老
師
示
寂
の
前
年
で
あ
っ
た
。
自
分
は
二
十
を

越
え
た
ば
か
り
の
書
生
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
世
間
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
は
全
く
の
無
経

験
者
で
あ
っ
た
の
で
、
円
覚
寺
の
居
士
寮
に
落
ち
つ
い
た
と
き
な
ど
は
、
妙
な
心
も
ち
で
あ
っ

た
。
…
洪
川
老
師
は
奥
か
ら
出
て
こ
ら
れ
た
。
今
日
も
そ
こ
に
懸
け
ら
れ
て
い
る
油
絵
の
額
で



も
分
か
る
よ
う
に
、
老
師
は
堂
々
た
る
体
躯
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。
自
分
は
何
を
言
っ
て
、
老

師
は
何
と
言
わ
れ
た
か
、
今
全
く
忘
れ
て
い
る
だ
、
た
だ
一
事
あ
っ
て
記
憶
に
残
る
。
そ
れ
は

老
師
が
自
分
の
生
国
を
尋
ね
ら
れ
て
加
賀
の
金
沢
だ
と
答
え
た
と
き
、
老
師
は
　
「
北
国
の
も
の

は
根
気
が
よ
い
」
　
と
い
わ
れ
た
。
「
大
い
に
や
れ
」
　
と
は
げ
ま
さ
れ
た
か
、
ど
う
か
は
今
覚
え

て
い
な
い
。
そ
の
と
き
老
師
の
人
格
か
ら
ど
ん
な
印
象
を
う
け
た
か
、
そ
れ
も
今
覚
え
が
無
い
。

今
覚
え
て
い
る
の
は
い
つ
か
の
朝
、
参
禅
と
い
う
も
の
を
や
っ
た
と
き
、
老
師
は
隠
寮
の
妙
香

池
に
臨
ん
で
い
る
縁
側
で
粗
末
な
机
に
向
か
わ
れ
て
簡
素
な
椅
子
に
腰
掛
け
て
今
や
朝
餉
を
お

あ
が
り
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
簡
素
き
わ
ま
る
も
の
。
自
ら
土
鍋
の
お
粥
を
よ
そ

っ
て
お
椀
に
移
し
、
何
か
香
の
も
の
で
も
あ
っ
た
か
、
そ
れ
は
覚
え
て
い
な
い
が
、
と
に
か
く

土
鍋
だ
け
は
あ
っ
た
。
そ
し
て
い
か
に
も
無
造
作
に
、
そ
の
机
の
向
こ
う
側
に
あ
っ
た
椅
子
を

指
し
て
、
そ
れ
に
坐
れ
と
言
わ
れ
た
。
そ
の
と
き
の
問
答
も
、
ま
た
今
全
く
記
憶
せ
ぬ
。
た
だ

老
師
の
風
貌
の
い
か
に
も
飾
り
気
無
く
、
い
か
に
も
誠
実
そ
の
も
の
の
よ
う
な
の
が
、
深
く
わ

が
心
に
銘
じ
た
の
で
あ
る
。
あ
る
点
で
は
西
田
幾
太
郎
君
に
似
通
う
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
、

今
考
え
る
。
虎
頭
巌
（
隠
寮
は
妙
香
池
の
畔
、
虎
頭
巌
の
上
に
あ
っ
て
老
樹
で
掩
わ
れ
て
い
る
）

で
白
衣
の
老
僧
が
長
方
形
の
白
木
造
り
の
机
に
向
か
っ
て
、
夏
の
朝
早
く
土
鍋
か
ら
手
盛
り
の

お
粥
を
畷
る
ー
禅
僧
と
は
こ
ん
な
も
の
か
と
、
そ
の
と
き
受
け
た
印
象
、
深
く
胸
底
に
潜
ん
で
、

今
に
忘
れ
ら
れ
な
い
。

禅
海
一
潤
よ
り

こ
う
い
　
　
　
　
　
　
し
ゆ
う
せ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
さ
ゆ
う

山
野
小
少
よ
り
絆
椎
の
下
に
周
旋
す
る
こ
と
十
有
五
年
。
始
め
は
四
書
五
経
を
校
究
し
、
傍

ら
諸
子
百
家
を
渉
猟
す
る
を
以
て
天
下
第
一
の
楽
し
み
と
為
す
。
汲
々
と
し
て
是
れ
勤
め
、

一
事
の
知
れ
ざ
る
、
一
事
の
詳
ら
か
な
ら
ざ
る
を
以
て
恥
と
為
す
。
中
ご
ろ
お
も
え
ら
く
、
直

儀
、
万
巻
の
書
を
諸
記
す
る
も
、
之
を
要
す
る
に
仁
義
礼
智
の
外
に
出
ず
。
仁
義
礼
智
は
道
徳

の
中
に
帰
す
。
然
れ
ば
則
ち
、
学
は
道
徳
を
以
て
主
と
為
す
と
。
終
に
意
う
、
古
の
億
は
仁
義

道
徳
を
以
て
学
者
を
鍛
錬
し
、
心
知
育
体
み
な
主
と
す
る
所
有
り
。
今
や
名
有
っ
て
実
無
し
。

故
に
心
知
育
体
ま
た
主
と
す
る
所
無
く
、
唯
是
れ
、
古
人
の
糟
粕
を
事
と
す
る
の
み
。
筒
の
得

難
き
最
蓋
の
精
神
を
以
て
、
終
身
糟
粕
に
区
々
と
し
て
棺
を
覆
う
は
、
堂
に
憾
み
無
か
る
ぺ
け

ん
や
。
之
を
外
に
し
て
必
ず
応
に
真
実
の
学
術
在
る
有
る
べ
し
。
聖
を
去
る
こ
と
時
悠
か
な
り
。

我
何
に
か
適
従
せ
ん
と
。

是
よ
り
始
め
て
禅
書
を
読
む
。
悦
と
し
て
旧
習
有
る
が
如
し
。
偶
々
教
外
別
伝
、
不
立
文
字
の

帝
に
撞
著
し
、
覚
え
ず
案
を
打
っ
て
日
く
、
卑
表
に
合
す
と
。
惜
し
い
か
な
、
明
師
無
し
。
一

日
人
有
っ
て
禅
門
宝
訓
一
部
を
貸
与
す
。
試
み
に
之
を
看
過
す
る
に
、
青
有
り
て
日
く
、

昔
、
達
観
の
頴
、
初
め
て
石
門
聴
和
尚
に
見
ゆ
。
室
中
口
舌
の
弁
を
馳
膀
す
。
聴
日
く
、
子
の

説
く
所
は
乃
ち
紙
上
の
語
な
り
。
其
の
心
の
精
微
の
若
き
は
、
則
ち
未
だ
其
の
奥
を
観
ず
。
当

に
妙
悟
を
求
む
べ
し
。
悟
れ
ば
則
ち
超
卓
傑
立
、
言
に
乗
ぜ
ず
、
句
に
滞
ら
ず
。
獅
子
王
吼
噂

3
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の

老
和

漠
ゐ　日

処々
に日義書、尚

警畏
新で葡廟

省苫天王の
察三涯雷ミ舌

す
れ
ば
百
獣
廣
戯
す
る
が
如
し
。
過
っ
て
文
字
の
学
を
観
れ
ば
、
何
ん
ぞ
膏
什
を
以
て
万
に
較

ぶ
る
の
み
な
ら
ん
や
と
。
山
野
是
に
於
い
て
発
憤
し
て
日
く
、
我
も
ま
た
人
な
り
。
局
ぞ
人
の

為
す
所
を
為
す
能
わ
ざ
ら
ん
や
と
。
直
ち
に
家
累
を
辞
し
、
墳
典
を
触
っ
て
衝
く
明
眼
の
師
を

尋
ぬ
。
中
略

愚
、
憎
錆
此
批
塘
悠
有
り
。
一
且
発
憤
し
て
偏
く
明
眼
の
師
を
尋
ぬ
。
何
の
幸
い
ぞ
、
一
大
老

漠
に
筆
下
に
遇
著
し
、
師
資
の
礼
を
取
る
。
遂
に
昧
死
し
て
自
ら
誓
う
、
「
我
、
今
よ
り
大
道

を
弁
究
す
る
こ
と
五
年
十
年
に
し
て
、
若
し
7
倍
せ
ず
ん
ば
則
ち
朽
木
糞
膝
、
世
に
於
い
て

益
無
し
。
須
く
跡
を
丘
塾
に
晦
ま
し
て
再
び
は
面
皮
を
人
間
に
呈
せ
ざ
る
べ
し
」
　
と
。
是
の

如
く
決
心
し
、
身
を
掛
っ
て
以
て
道
に
当
た
る
。
一
衣
一
鉢
、
口
に
投
ず
る
も
の
は
読
乗

積
食
、
身
に
触
る
る
も
の
は
熱
喝
昧
拳
。
胸
中
、
時
に
或
い
は
惧
悩
し
、
或
い
は
悶
絶
す
る

も
、
愈
々
激
し
て
衰
え
ず
。
苦
屈
の
久
し
き
、
一
夜
、
定
中
に
忽
然
と
し
て
前
後
際
断
し
絶
妙

の
佳
境
に
入
る
。
恰
も
大
死
底
の
如
く
、
一
切
物
我
有
る
を
覚
え
ず
。
た
だ
覚
ゆ
、
吾
が
腔
内

の
一
気
、
十
方
世
界
に
清
浦
し
て
、
光
曜
無
量
な
る
こ
と
を
。
須
典
に
し
て
蘇
息
す
る
者
の
如

し
。
視
聴
言
動
、
酪
然
と
し
て
平
日
に
異
な
れ
り
。
是
に
於
い
て
、
試
み
に
天
下
の
至
理
妙
義

を
求
む
れ
ば
、
頭
頭
上
に
明
ら
か
に
、
物
物
上
に
顕
る
。
歓
喜
の
余
り
、
自
ら
手
の
之
を
舞
い

足
の
之
を
踏
む
を
忘
る
。
即
ち
忙
わ
し
く
連
叫
し
て
日
く
、
「
百
万
の
典
教
、
日
下
の
灯
、

也
太
奇
、
也
太
奇
」
と
。
乃
ち
小
偽
漣
的
㍑
捏
ね
て
「
疎
潤
な
り
孔
夫
子
、
相
準
っ
阿
堵
の

中
、
誰
に
潜
り
て
か
多
謝
し
去
ら
ん
、
好
媒
主
人
公
」
と
。
直
ち
に
走
っ
て
老
漠
の
室
を
叩
き
、

所
見
を
呈
す
。
老
漠
、
完
爾
と
し
て
休
む
。
余
日
く
、
「
某
、
曽
て
滞
匹
澗
悟
有
り
と
開
け

り
。
今
日
始
め
て
、
古
人
の
我
を
欺
か
ざ
る
を
知
る
」
　
と
。
時
に
天
保
辛
丑
の
歳
、
四
月
二

十
七
日
の
夕
な
り
。

行
事
の
間
に
於
い
て
存

是
よ
り
天
下

更
に
望
上
心
を
激
発
し

す
。
日
々
新
た
に

を
偏
の
棲
梧
老

た
に
す
。
前
後
十
五
六
年
間
、
空
過
の
光
陰
無
く
、
寛
に
東
奥

に
瞞
ぜ
ら
れ
ず
、
平
生
を
慶
快
に
し
了
る
。
是
に
於
い
て
、

角
に
奔
走
し
て
諸
名
老
に
宰
参
す
る
こ
と
十
有
余
年
、
日
用

愈
々
了
ず
れ
ば
愈
々
求
め
、
百
切
千
磋
、
之
を
琢
し
之
を
磨

う
ん
の
う

吾
が
志
を
成
就
す
。

第
三
則
　
惟
聖

書
に
日
く
、
惟
れ
聖
も
念
う
岡
け
れ
ば
狂
と
作
り
、
惟
れ
狂
も
克
く
念
え
ば
聖
と
作
る
。

聖
は
人
な
り
。
狂
も
ま
た
人
な
り
。
性
情
、
豊
に
ま
た
同
じ
か
ら
ざ
ら
ん
や
。
唯
だ
其
の
聖

た
る
の
所
以
の
者
は
、
其
の
自
性
を
見
得
し
て
明
白
な
る
を
以
て
な
り
。
喜
、
怒
、
裏
、
健
、

愛
、
悪
、
欲
の
情
、
時
に
或
い
は
発
る
と
錐
も
、
直
ち
に
真
浄
明
妙
、
一
枚
の
大
光
と
作
し
て

受
用
す
。
其
れ
狂
た
る
所
以
の
者
は
、
自
ら
其
の
性
の
明
潔
な
る
を
知
ら
ざ
る
が
故
に
、
利
、
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蓑
、
穀
、
拳
、
称
、
議
、
苦
、
楽
の
風
に
漂
溺
せ
ら
れ
、
七
情
交
々
相
攻
め
て
未
だ
始
め
よ
り

窮
ま
り
有
ら
ず
。
卒
に
自
己
本
有
の
光
輝
を
昧
没
す
。
是
を
以
て
悟
り
と
迷
い
と
分
か
れ
、
聖

と
狂
と
則
る
。
之
を
為
す
こ
と
如
何
。
蓋
し
悟
り
の
時
、
情
み
な
性
と
為
り
、
迷
い
の
時
、
性
、

却
っ
て
情
と
為
る
。
只
須
く
迷
情
の
本
源
を
裁
断
す
べ
し
。
迷
情
の
本
源
を
裁
断
す
る
は
即
ち

見
性
に
在
り
。
見
性
は
即
克
念
に
在
り
。
然
れ
ば
則
ち
　
「
克
念
作
聖
」
　
の
一
帯
は
、
即
ち
吾
が

門
、
「
見
場
成
聖
の
転
喬
な
り
。
番
の
異
な
る
を
以
て
之
を
怪
し
む
こ
と
莫
れ
。
『
詩
』
に

日
く
、
「
村
を
伐
り
、
村
を
伐
る
。
其
の
則
遠
か
ら
ず
」
　
と
。
村
を
採
り
て
以
て
村
を
刈
る
。

な
お
以
て
達
し
と
為
す
。
噴
。

第
七
則
　
浩
然

孟
何
日
く
、
我
善
く
吾
が
浩
然
の
気
を
養
う
。
其
の
気
た
る
や
、
至
大
至
剛
、
直
を
以
て
養
う

て
害
う
こ
と
無
け
れ
ば
、
則
ち
天
地
の
間
に
塞
つ
。

凡
そ
天
下
の
庸
流
、
孟
阿
浩
然
の
章
を
読
み
、
惣
平
と
し
て
過
ぐ
る
な
ら
ば
、
真
の
偉
人
に
非

ず
。
山
野
、
疇
昔
、
此
の
章
に
逢
い
て
求
道
の
志
、
根
ざ
せ
り
。
故
に
後
来
、
常
に
歎
じ
て

云
う
、
「
大
教
、
未
だ
東
来
せ
ざ
る
以
前
に
当
た
り
て
此
の
卓
見
有
り
。
孟
何
は
謂
う
べ
し
、

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
之
を
知
る
者
な
り
と
」
。

試
み
に
学
者
に
問
う
、
正
文
二
十
九
字
、
但
だ
一
字
の
み
、
生
知
の
全
力
を
用
う
る
処
有
り
、

作
腐
生
か
、
那
一
字
。

第
十
五
則
　
至
誠

中
庸
に
日
く
、
至
誠
息
む
こ
と
無
し
。

大
い
な
る
か
な
、
至
誠
の
徳
。
天
地
に
配
し
て
天
地
に
預
か
ら
ず
。
万
物
に
臍
う
て
万
物
に

干
ら
ず
。
寂
然
不
動
の
中
よ
り
し
て
、
遂
に
感
じ
て
天
下
の
故
に
通
ず
。
流
行
し
て
止
息
こ

と
な
し
。
一
線
に
困
ら
ず
一
法
を
立
て
ず
。
両
も
、
明
明
歴
歴
、
一
線
一
法
に
味
か
ら
ず
。
誓

え
ば
、
以
て
鳥
は
春
に
鳴
き
、
以
て
膏
は
夏
に
鳴
り
、
以
て
虫
は
秋
に
鳴
き
、
以
て
風
は
冬
に

鳴
る
が
如
し
。
其
れ
唯
だ
毒
麓
も
欺
か
ず
。
両
も
循
衆
、
息
む
こ
と
無
し
。
息
む
こ
と
無
き
が

故
に
悠
遠
、
悠
遠
な
る
が
故
に
高
明
な
り
。
是
れ
ま
た
何
物
ぞ
。
只
だ
学
者
、
己
に
反
っ
て
自

得
す
る
に
在
る
の
み
。
番
に
日
く
、
「
其
の
物
た
る
に
弐
な
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
其
の
物
を
生

む
こ
と
測
ら
れ
ず
。
」
　
ま
た
日
く
、
「
知
、
仁
、
勇
の
三
者
は
天
下
の
達
徳
な
り
。
之
を
行
う

所
以
の
も
の
は
一
な
り
」
　
と
。
故
に
山
野
常
に
言
う
、
「
孔
門
ま
た
、
惟
だ
此
の
至
誠
一
乗
の

法
有
る
の
み
。
二
無
く
、
ま
た
三
無
し
」
　
と
。
予
、
昔
日
、
替
地
の
後
、
此
の
至
誠
の
一
語
に

於
い
て
鍛
究
錬
磨
、
頗
る
正
念
工
夫
相
続
の
力
を
得
た
り
。
其
の
恩
洪
大
に
し
て
報
ゆ
る
所
を

知
ら
ず
。
如
今
、
此
の
書
編
述
の
志
願
も
全
て
此
に
基
づ
く
。
乞
う
学
者
、
至
誠
無
息
の
滋
味

を
細
囁
せ
ん
こ
と
を
。
深
く
之
を
自
得
す
れ
ば
、
則
ち
正
念
工
夫
相
続
に
於
い
て
、
其
の
力
を

得
る
こ
と
、
必
ず
観
る
べ
き
も
の
有
ら
ん
。


